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英語審声の聴解プロセスにおける相対的顕位

犬塚博諺

1 .ま巳めに

本穣i求、筆者が縦続して取り組んでいる日本語母語諸君?による英語音声聴解プ

ロセス研究の一環として、勤務校の岩手大学教育学部で符なった平成 22年度前

期 f英語音声学演腎 1Jでのリスニング実験の結巣分析をもとに、聴解者内部で

英語音声が構造化されていく渦穏で f線形性j と「プロミネンスj の二つの側面

が有機的に関わることを指捕し、その相対的j瞭位について質的観点から考察を加

えたものである。

2 リスニング実験

ゑ. 1 実験方法について

リスニング実験の方法については、すでに犬塚(2007b)において確立している

方法を基本的に踏襲することとしたが、勝僻プロセス研究においては聴綿密の

f長射的知識jがどのように反映されるか会追究することに焦点が霊カサもること

から、今回の実験ではその形態は「ディクテーション」のみとし、 f反省的知

識Jが長狭される「テープおこしj については今回は取り扱わないこととした。

以下にその概婆を示す。

岩手大学教育学部平成22年度前期 f英語音声学演習 1Jの綾諺者11名(2

を対象に英鱒の音声資料安用意し、平成均年4)苦から7)'jにかけて fディクテーシ

ョンj の実験を行なった。実験の方法は具体的には、 (1)テープの音声を一度聴

くたぴごとにそれを警書き取るという形で一つの英文について3罰連続して行なっ

たこと、 (2)言書き取りの用紙には1由自から 3間関まであらかじめ別々の欄をも

うけて、後で聴解のプロセスが把握できるような形で実施したこと、 (3)

具はボールベンを使用することとし、すでに終わっている箇所については譲って

書き直すことは禁止とし、議委き取ったものは終了時にその場で提出をしてもらっ

たこと、である。今思の実験では、 fテープおこしJは行なわずに fディクテー

シ設ンj のみとしたことから、正しい英文との摂合作業をディクテーション終了

直後iこ行なうことができるようになったことで、これが前留までの方法からの変

更点である。そして学生たちには、穂鐸ェラ…が生じて薦違えて聴き取り

った箇所について、その背景をにどのような料断があったのかということについて、

時を讃かずにその場でメよその形で書いて提出してもらうことにした。
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2. 2 i若芦資料

犬塚(2009，2010)において考察した只本語母語話若手によ

音声の聴解判断そ踏まえ、より多くの事併にあたって追欝査するという

から、犬域(2009，201O)の調査で、行なったものと偶じ音声資料を使用することと

した。具体的には、石黒(2007:4-22)から揚出した英文とそのCD音声資料を使

用した(犬塚2009:67)。

3 分析と考察

3. 1 その背景

過去3年(平成20年度、 21年度、 22年度)にわたる英語音声のリスニング実験

で、 i母親査の観点から問じ音声資料を沼いたことによって、議的にみて多くのデ

…タを得ることができたということに加えて、需む一つの文例であっても、質的

にみてさまざまな角度から結解プロセス解明に向けて必嬰不可欠となる論点の所

在を浮き彫りにするきっかけを得ることができた。例えば、文例“Weenjoyed 

our詔elves紙偽ep紅ty."について替えば、犬塚(2009:69-71)では、

しくみ解明という…速のテーマのもとで、“enjoy"-援を取

りあげて、きこえ変(sono丘勿)の観点から聴都精度に差をもたらす要器について

考察を加えたおこれは項がーっという点で f性費Jという用語で位鐙づけられる。

一方、犬語家(2010:47-49)では“enjoy"と“'ourselves"のニ諮を取りあげ、

との聴解精度の相関性安「認識の指向性j という観点から考察したc これは項が

こつという点で としづ用語で位聾づけられる。

3‘ 2 分続対象とその様点

本論考で辻、文部情8叫joy桂dourselves at the p貯 ty."1i:"再度取りまりげること

とし、今罷は犬塚包010)で問繍擬制した聴躍における f認識の指舟性j の論点を

えて、聴解プロセスにおける要要素簡の聴解の棺対的)1康位という観点から、平

成22年震の実験によって得られたデータを領民に分析し、繋的観点から考察を加

えることにしたい。

一般に音声の聴解においては、時鰐のきまれに沿って入力音声が継制的に聴均卒者

に知覚されて解析が行なわれる。犬塚(2010:48)では、聴解の際の f解析の起動

点j となるのが、音連続の開始点か、プロミネンスがおかれるところであるとし

た。このうち後連続の擬始点とは、一連の築者の聴解実験で箆用した文部

却においては、文鎮もしくは文中におけるポ…ズ直後の位置を指し、プロミ

ンスが重量かれるところとは強勢が置かれる諾と技畿づけられる。これを本棋で考
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究しようとする趣旨に即して言うと、聴解者内部に入力される音声の時間的な順

序に沿って解析が継起的に進められる場合(r線形性J)と、解析の際に音声の

入力順序とは独立してプロミネンスがおかれるところに優先して認識が向けられ

る場合とがあるということが考えられ、どのような場合にどちらが優位になるの

かという論点が日本語母語話者による英語音声の聴解プロセス研究において新た

に追究されるべき問題として浮き彫りになってきた。すなわち聴解における「線

形性」と「プロミネンスj の優位性の問題である。

以下においては分析対象文句Teenioved ourselvee at the par思"のうち、犬塚

(2010:47-49)で触れた“eniovedourselves"の箇所にその対象を限定して、このこ

つの要素の聴解精度の相対的な関係性について「線形性」と「ブ。ロミネンスj の

観点から分析することにする。なお、以下の論考においては、語レベノレで完全に

正しく聴解できていた場合を「正聴解」、誤って聴解していた場合を「誤聴解」

という語を用いて表すことにする。また、以下の分析と考察では被験者が書き取

ったディクテーション事例を紹げトしているが、各英文に付した番号①②③につい

てはそれぞれディクテーションの1回目・ 2回目・ 3回目を示すものとする。

3. 3 “enjoyedo町田，lves":聴解成否に関する論理的可能性とその実際

まず、二つの要素“enjoyed"~“Ourselves"の聴解の成否という点に関して言え

ば、その論理的可能性としては、次の4つのケース、すなわち両者ともに正聴解

([1J)、一方が正聴解でもう一方が誤聴解([2J[3J)、両者ともに誤聴解([4J)の可

能性が考えられる。ここでは被験者11名の聴解の全体的傾向を探るために、ディ

クテーションの一回目に限定した場合の調査結果をあわせて(1)に示すことにす

る。

(1)“e可。拘dourselv，ぱ'の聴解

分析対象文: wdenjoyedo世田，lvesIat也.eparty.

プロミネンス: ・・ 0 ・0 ・ ・0

論理的可能性:[1J (正聴解)(正聴角粉 【11例中3件]

[2J 

[3J 

[4J 

(正聴解)(誤聴解)

(誤聴解)(正聴揮)

(誤聴解)(誤聴解)

【11例中6件]

【11例中0件1

[11例中2件1

上記(1)において、 [1J“e可oyed"と“ourselves"の両者を正しく聴解していた人は

11人中3名、 [2J“enjoyed"は正聴解であるのに対し“ourselves"のほうが誤聴解と
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なったのは11人中6名、 [3J逆に“enjoyed"は誤聴解で、あったが“ourselves"のほう

は正聴解だったというケースはゼロ、そして[4J両者ともに誤聴解が2名いた。

ここで興味深いのは[2Jと[3Jである。すなわち、先行する“e可oyed"は聴き取れ

たが後続の“ourselves"のほうは聴き取れなかったケースは6件あったのに対し、

“enjoyed"は聴き取れなかったが“ourselves"のほうは聴き取れたというケースは

皆無で、あったことから、聴解を「語レベル」でみたときに「線形性が優位」にな

っていることがわかる(なお、 「語レベルの線形性優位」については、次項

3.4.1で触れる「語内部」の音声群聴解の分析の際に触れる線形性と区別するた

めに「マクロ的線形性」と位置づけることにする)。

3. 4 事例研究

本項では、 3.3で挙げた4つの論理的可能性の中で、実際の事例としてみられ

た[lJ[2J [4Jのうち、ともに正聴解となった[1]は分析の対象から除くこととして、

ここでは[2Jと[4Jの事例をもとに、英語音声の聴解プロセス解明に向けて質的な

観点から考察を加えることにしたい。

3. 4. 1 “e可oyed"正聴解・“ourselves"誤聴解の事例

【事例 1] 

① *We enjoyed our鐙lfat p訂旬.

② *Wee可oyedQ控室lfat也ep訂旬・

③ *We enjoyed Q!!!:皇室lfatthe p訂 ty.

まず最初に取りあげる事例 1では、正聴解なら“ourselves"となるはずの箇所

がディクテーションの 1回目・ 2回目・ 3回目を通していずれも同ourself'と誤

聴解されていたケースである。これは反射的知識が反映されるディクテーション

において、聴解者による文f封企の判断が入る余地が全くない事例と位置づけられ

るが、誤聴解された“*ourself'を正解の“'ourselves"と音構造の観点からつぶさに

比較してみると、聴解プロセス解明につながるようなある興味深い事実がその背

景にあることに気づいた。聴解者は“ourselves"のうちの冒頭(前半)の[a時]を

聴いて、語としてのもur"を想起したものと考えられるが、音声群の断片として

みたときに少なくともここまでは正しく聴解していると言えるのである(線形

性)。一方、“ourselves"のうちの後半部については[sdvzJを聴いて、語として

の“self'([sdfJ)を想起したものと考えられるが、この部分にプロミネンス(強

勢)が置かれているにもかかわらずこれは誤聴解となっている。ここから、
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"our艶 lves"という諾内部の音声若手の聴解プロセスの)1開立性としては、プロミネ

ンスよりも線形性のほうが優先するということがわかる(ここでの f線形性j 泣

語内部の音声群聴解に寵することであるので[ミクロ的線形性j

とiこする)。

[事例 2]

① *Weenjoyed 盛笠 atthepar祢

窃 *Weenjoyed盟笠 atthepぽty.

@ *We enjoyed延金主設立吋thereself) at the p紅勿.

次に取りあげる事例2では、正聴解であれば“ourselve語"となるJまずの笛所が

ディクテーシ努ン岳で、は崎e1s~ペディクテーション③では時are"、そしてデイク

テ…ション@では噌ar程self'と誤糠解されていた。それぞれ誤聴解されていた箇

所を正解の“0沼田lves"と比較してみることにする。まず舎においては、藤得者

は“ourselves"のうちの前半部は全く認織できず、プロミネンス(強勢)の霊か

れる後半部の[sdvz]の音声群tこ誤認を示し、それをど“*e1se"/ds/であると認織

した(語議量生試考)。このうち/ds/と[sdvz]には音配列に f鏡像Jの関係(記

号化すればAB→BA)がみられる。ここにおいてディクテーション①では

“ourselves"という語内部の音声群の隷解プロセスの螺位性としては、線形性で

はなくプロミネンスのほうが覆先したというととがわかる。一方、ディクテーシ

綴ン窃においては、聴解者は“ourselves"のうちの前半部の聴解に意識を集中し

たものと患われ(認識の指向性)、プロミネンス(強勢)の酷かれる後半部の

[sdvzJの音声群には全く炭f，容を示すことなく、前半部のみの寵覚的印象からそ

れ伊are"であると認識した(語棄化試考)。ここにおいてディクテーション惨

では“ourselves"という器内部の音声群の穂解プロセスの鰻位性としては、プロ

ミネンスではなく線形性のほうが優先したということがわかる。ディクテ…ショ

ン@と告の誤聴解の事掛から、語内部の音声群においては聴解プロセスに窮して

その優先順位として線形性とプロミネンスのどちらに僚依性があるかということ

について「揺れj があることがわかる。なおとの悪意解者はディクテーション信に

おいては、①@で響き取ったものを統合さきせて“*arese1f'と書いてし、るのである

が、プロミネンスと線形性の向者を組み合わせたときに、音声群の輪郭としては

しているものの不発全であり、不完全ゆえに語集化試考は実を絞ばずに終わ

っている{非誇棄化)。
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3. 4. 2 “enjoyed"誤聴解・“'ourselves"誤聴解の事例

では次にディクテーションの一回目で“enjoyed"と“ourselves"のいずれも誤聴

解したケースを取りあげ、その聴解プロセスについて考察することにしたい。

[事例3]

① *We函 己 ourself at the p叫

② *We G.盃~I ourself I at the p叫
③ We 叫 oyed [Q盃亙~ atthepa均

事例3では、ディクテーション①で、は正聴解であれば“enjoyed"となるはずの

ところを時enjoy'、“ourselves"となるはずのところを“*ourself'と書き取ってお

り、一回目のディクテーションではいずれも誤聴揮となっている。ところで、デ

ィクテーション①からディクテーション②への推移をみると、ディクテーション

②では第一要素については“e可oyed"というように正聴解にたどりついたのに対

し、第二要素については“*ourself'が誤聴解のまま据え置かれた(認識の指向

性)。第一要素と第二要素の聴解を語レベルで、の関係性としてとらえると、これ

は3.3で触れたように、 「線形性が優位」になっているケースであることがわか

る(マクロ的線形性)。また、第二要素“女ourself'については3.4.1で触れたよう

に、語内部の音声群の断片(“our"，“女self')の連続体としてとらえた時、聴解プ

ロセスの順位性としては、プロミネンスよりも線形性のほうが優先するというこ

とがわかる(ミクロ的線形性)。そしてディクテーション②で“e勾oyed"が正聴

解として聴解者内部において固定化されると、デ、イクテーション③では解析の対

象が第二要素へと向かし、(認識の指向性)、最終的に正聴解にたどり着いている

ことがわかる。

4 結語

以上、本稿では、日本語母語話者による英語音声の聴解プロセスにおいて、聴

解者内部で英語音声が構造化されていく過程で「線形性」と「プロミネンス」の

二つの側面が有機的に関わることを指摘し、その相対的順位について具体的な事

例に即して質的観点から考察を加えてきた。本稿で分析対象とした文例の聴解に

おいては、個々の音声群が語として認識されるまでの聞は、聴解者内部において

「線形性」と「プロミネンス」の二つの側面が解析の過程で、の優位'性の点で、互い

に措抗し、どちらが先に現象として現れるかはそれぞれの聴評者のその時の判断

に依存するものであることが明らかとなった。その一方で、ーたび語として認識
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されてからは、認識されたその語と後続要素との聞には何らかの関係性があるも

のとしてとらえられ、その場合は「線形牲」が聴解プロセスにおいては優先する

ということが明らかになった。
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